第３部　無機物質
No.4

　　　　　　　　　　　　学習日　　　月　　日（　　）　提出期限　　月　　日（　　）
第１章　非金属元素と周期表
第5節　窒素・リンとその化合物（教Ｐ202～207）
【窒素N2】	
　　①（　　　　）、（　　　　）の不活性な気体。沸点は（　　　　　）℃。
②空気の約（　　　　　　）％を占める。
③空気の（　　　　）で生成。　　　

【一酸化窒素NO】	
　　①（　　　　　）の気体。　　
　　②水に溶け（　　　　　）。
　　③製法
ⅰ）銅に（　　　　　　）を加えると発生。
【反応式】
　　　ⅱ）（　　　　　　　　）を水に溶かすと発生。
【反応式】

【二酸化窒素NO2】	
　　①（　　　　　）、（　　　　　）の有毒気体。
　　②水に溶け（　　　　　）。
　　③製法
　ⅰ）銅に（　　　　　）を加えると発生。
【反応式】
　　　ⅱ）一酸化窒素の空気酸化により発生。
【反応式】

【硝酸HNO3】	
　　①（　　　　）、（　　　　）性の液体。
　　②液性は（　　　　　　）性。　　　　　　
　　③Cu、Agも溶かすが、Al 、Feなどは（　　　　　）をつくり、溶けない
　　④製法　（　　　　　　　　）法　　　　　
【反応式】4NH3　＋　5O2　→　4NO　＋　6H2O　　　
　　　　　　　　2NO　＋　O2　→　2NO2
3NO2　＋　H2O　→　2HNO3　＋　NO　　

　


　　硝酸と塩酸・硫酸の比較
	
	塩酸HCl
	硫酸H2SO4
	硝酸HNO3

	酸の強さ
	

	
	

	酸化剤としてのはたらき
	
	
	

	沈殿反応
	


	
	


【アンモニアNH3】	
　　①（　　　　）、（　　　　　）の気体。
　　②水によく溶け、水溶液は（　　　　　）性を示す。
　　③（　　　　　　）や（　　　　）の原料
④製法
ⅰ）　塩化アンモニウムに水酸化カルシウムを加えて加熱。
【反応式】　
　　　ⅱ）　（　　　　　　　　　　　　）法
【反応式】　

【リンP】	
　　①同素体が存在。
（　　　　　）…きわめて有毒。水中に保存　（　　　　　）…無毒、医薬、農薬の肥料
　　②燃焼して（　　　　　　　　　　　　）を生じる。
　　③P4O10(十酸化四リン)　…（　　　　　）として用いられる。
　　④H3PO4(リン酸)　…水に溶け（　　　）性を示す。
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Check!!
　理解できたものに□にﾁｪｯｸ
✔
をつけよう。
□　
N
2
は窒素どうしが共有結合の三重結合によって結びついているため、非常に安定している。
□　
NH
3
は無色で刺激臭をもつ気体で、弱
塩基
である。
□　
NH
3
は
HCl
と反応し、白煙を生じる。
□　
NO
は水に溶けにくく、空気中で赤褐色
の
NO
2
になる。
□　
NO
は銅に希硝酸を加えると生成される。
□　
NO
2
は水に溶け、硝酸
(HNO
3
)
になる。
□　
NO
2
は銅に濃硝酸を加えると生成される。
□　硝酸はオストワルト法によって生成される。
□　硝酸は酸化作用があり、
H
2
よりもイオン化傾向の小さい
Cu
、
Hg
、
Ag
をとかす。
□　黄リンは自然発火する。
)













　　　　　　　　　　　　学習日　　　月　　日（　　）　提出期限　　月　　日（　　）
第１章　非金属元素と周期表
第5節　窒素・リンとその化合物（教Ｐ202～207）
【窒素N2】	
　　①（　無色　）、（　無臭　）の不活性な気体。沸点は（　－196　）℃。
②空気の約（　　78　　）％を占める。
③空気の（　分留　）で生成。　　　※液体窒素は冷却剤として日常生活で使用される

【一酸化窒素NO】	
　　①（　無色　）の気体。　　※においについては教科書に記述無し。空気酸化の反応性高い。
　　②水に溶け（　にくい　）。
　　③製法
ⅰ）銅に（　希硝酸　）を加えると発生。
【反応式】3Cu　＋ 8HNO3　→　3Cu(NO3)2　＋　4H2O　＋　2NO
　　　ⅱ）（　二酸化窒素　）を水に溶かすと発生。
【反応式】3NO2　＋　H2O　→　2HNO3　＋　NO

【二酸化窒素NO2】	
　　①（　赤褐色　）、（　刺激臭　）の有毒気体。
　　②水に溶け（　やすい　）。
　　③製法
　ⅰ）銅に（　濃硝酸　）を加えると発生。
【反応式】Cu　＋ 4HNO3　→　Cu(NO3)2　＋　2 H2O　＋　2NO2
　　　ⅱ）一酸化窒素の空気酸化により発生。
【反応式】2NO　＋　O2　→　2NO2

【硝酸HNO3】	
　　①（　無色　）、（　揮発　）性の液体。
　　②液性は（　　強酸　　）性。　　　　　※Al,Fe,Ni(あてに)ならない不動態
　　③Cu、Agも溶かすが、Al 、Feなどは（　不動態　）をつくり、溶けない
　　④製法　（　オストワルト　）法　　　　※工業的製法には触媒が必須
【反応式】4NH3　＋　5O2　→　4NO　＋　6H2O　※Pt触媒　　
　　　　　　　　2NO　＋　O2　→　2NO2
3NO2　＋　H2O　→　2HNO3　＋　NO　※NOは再利用

※窒素酸化物は酸性雨の原因になる


　　硝酸と塩酸・硫酸の比較
	
	塩酸HCl
	硫酸H2SO4
	硝酸HNO3

	酸の強さ
	強酸
	強酸
	強酸
※酸としては用いない

	酸化剤としてのはたらき
	なし
	熱濃硫酸のみ酸化剤としてはたらく
	希硝酸、濃硝酸ともに酸化剤としてはたらく

	沈殿反応
	AgCl(白色、光で分解)
PbCl2(白色)
	BaSO4(白色)
CaSO4(白色)
PbSO4(白色)
	すべての金属イオンで沈殿をつくらない


【アンモニアNH3】	
　　①（　無色　）、（　刺激臭　）の気体。
　　②水によく溶け、水溶液は（　弱塩基　）性を示す。
　　③（　窒素肥料　）や（　硝酸　）の原料
④製法
ⅰ）　塩化アンモニウムに水酸化カルシウムを加えて加熱。
【反応式】2NH4Cl　＋ Ca(OH) 2　→　CaCl2　＋　2H2O　＋　2NH3
　　　ⅱ）　（　ハーバー・ボッシュ　）法
【反応式】N2　＋ 3H2　→　2NH3　　　※Fe触媒

【リンP】	
　　①同素体が存在。
（　黄リン　）…きわめて有毒。水中に保存　（　赤リン　）…無毒、医薬、農薬の肥料
　　②燃焼して（　P4O10(十酸化四リン)　）を生じる。
　　③P4O10(十酸化四リン)　…（　乾燥剤　）として用いられる。
　　④H3PO4(リン酸)　…水に溶け（　酸　）性を示す。
 (
Check!!
　理解できたものに□にﾁｪｯｸ
✔
をつけよう。
□　
N
2
は窒素どうしが共有結合の三重結合によって結びついているため、非常に安定している。
□　
NH
3
は無色で刺激臭をもつ気体で、弱塩基である。
□　
NH
3
は
HCl
と反応し、白煙を生じる。
□　
NO
は水に溶けにくく、空気中で赤褐色の
NO
2
になる。
□　
NO
は銅に希硝酸を加えると生成される。
□　
NO
2
は水に溶け、硝酸
(HNO
3
)
になる。
□　
NO
2
は銅に濃硝酸を加えると生成される。
□　硝酸はオストワルト法によって生成される。
□　硝酸は酸化作用があり、
H
2
よりもイオン化傾向の小さい
Cu
、
Hg
、
Ag
をとかす。
□　黄リンは自然発火する。
)











　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　組　　番　氏名　　　　　　　　　　　　　
